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本レポートで伝えたいこと
「ヤマトホールディングス統合レポート」は、ステークホルダーの皆様との長期的な信頼関係を構築するため、経営戦略や事

業概況、ESGへの取組みなど非財務情報を含めてお伝えし、ヤマトグループの中長期的な価値創造ストーリーに理解を深め

ていただくことを目的として発行しています。

「統合レポート2025」では、持続的な企業価値向上の観点から、「資本収益性の向上（ROE・ROIC）」と「資本コストの低減」

を軸に、特にお伝えしたいポイントとして、事業ポートフォリオの変革を通じた利益成長の解説に注力しています。
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株主・投資家の関心事項・よくある質問

情報開示体系

参考にしたガイドライン将来情報に関する留意事項

本レポートには、ヤマトホールディングス株式会
社の将来についての計画や戦略、業績に関する
予想および見通しの記述が含まれています。こ
れらの記述は、本レポートの作成時点で入手可
能な情報に基づいたものです。これらの記述に
は経済情勢、消費者動向、為替レート、税制・諸
制度などに関わるリスクや不確実性が多く含ま
れています。このため、実際の業績は、当社の見
通しとは異なる可能性のあることをご承知おき
ください。

報告対象期間

報告対象範囲

2024年4月1日～2025年3月31日
（一部で上記期間外の活動も記載）

特に断りのない限り、ヤマトホールディングス株
式会社および連結子会社です。財務情報は連結
財務諸表の対象範囲と同一ですが、非財務情報
については、一部の指標で集計対象が異なる場
合があります。その際は、注記を付し、報告の正
確性と比較可能性を担保しています。

 経済産業省
「価値協創のための統合的開示・対話ガイダ
ンス2.0」

 IFRS Foundation（国際会計基準財団）
　「統合報告フレームワーク」

財務情報中心 非財務情報中心

ウェブサイト：株主・投資家情報
決算説明会資料／有価証券報告書など
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ウェブサイト：サステナビリティ
https://www.yamato-hd.co.jp/csr/
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